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論 文 内 容 の 要 旨 
 

【研究の背景と目的】 
 現行の中学校学習指導要領は，平成 20 年に改訂され(文部科学省，2008)，学校教育では，生徒

の「健やかな体」及び「豊かな心」の育成を基盤に据えた指導が求められるようになった．この方

針に則り，体育領域では，①生徒の「健やかな体」の育成を目指し，生涯スポーツを促進すること，

②生徒の「豊かな心」の育成を目指し，体育と道徳教育との関連を図り，道徳性を育成することの

2 つを実現することが必要であるとされている．しかし，どのような体育の環境を設定し，展開す

ることが，生徒の生涯スポーツに向けた取り組みや道徳性の発達に影響を与えるのかについては明

らかにされていない．そのため，生涯スポーツ促進や道徳性の育成に有効的な体育の授業を展開す

るまでには至っていない． 
 本論文では，達成目標理論における動機づけ雰囲気(「重要な他者によってつくられる環境の構造」

などと定義されており，熟達雰囲気と成績雰囲気の 2 つに大別される)，ならびに目標志向性(個人

がどのような達成目標を持つかという傾向であり，自我志向性と課題志向性の 2 つに大別される)
に着目した．特に，本論文で取り扱う動機づけ雰囲気は，体育心理学や保健体育科教育学の領域に

おいて比較的新しい概念であり，わが国における先行研究数も少なく，授業現場に提供できるほど

の十分な知見が蓄積されていない．また，体育授業の現状に目を向けると，競争を抑制していこう

とする傾向が見られ，競争に価値を置く成績雰囲気の授業は，教育現場では受け入れがたいものと

されている．しかし一方で，競争が学習や運動への動機づけを高めることを示唆する研究知見も見

受けられる．これらのことから，成績雰囲気の授業が教育的効果を有する可能性もあり，そのため

の必要条件を検討することも重要である． 
 以上のことから，本論文では，体育授業における動機づけ雰囲気及び目標志向性に着目し，体育

の課題として挙げられている生涯スポーツの促進及び道徳性の育成に有効的な授業の動機づけ雰囲

気を明らかにすることを目的とした．また，体育における成績雰囲気の役割を明示するために，成

績雰囲気が生徒の競争心にどのような影響を与えているのかについても検討した．調査は，中学生

を対象に，質問紙法を用いて行われた． 
 
【結果の概要】 
1)体育授業における動機づけ雰囲気，目標志向性，体育に対する好意的態度の関係についての因果

モデルを設定し，その妥当性を検証した．その結果，熟達雰囲気から体育に対する好意的態度への

直接効果と，熟達雰囲気が生徒の課題志向性に影響を与え，その課題志向性が体育に対する好意的

態度に影響を与える間接効果の両方が確認された．また，成績雰囲気から体育に対する好意的態度

への直接効果は確認されなかったが，成績雰囲気と体育に対する好意的態度の関係に自我志向性が



媒介するという間接効果が確認された．（第 1 章研究 1） 
2) 体育授業における動機づけ雰囲気，目標志向性，日常的な運動実施に対する認知の関係について

の因果モデルを設定し，その妥当性を検証した．その結果，成績雰囲気及び熟達雰囲気から日常的

な運動実施に対する認知への直接効果が確認されたが，熟達雰囲気が課題志向性を媒介して，日常

的な運動実施に対する認知に影響を与えるという間接効果は確認されなかった．また，男子におい

て，成績雰囲気から自我志向性に影響を与え，その自我志向性が日常的な運動実施に対する認知に

影響を与えるという間接効果が確認された．（第 1 章研究 2） 
3) 体育授業における動機づけ雰囲気，目標志向性，道徳性（他者との協力，公正な取り組み）の関

係についての因果モデルを設定し，その妥当性を検証した．その結果，成績雰囲気から道徳性への

直接効果と，熟達雰囲気から道徳性への直接効果ならびに課題志向性を媒介する間接効果が確認さ

れた．（第 2 章） 
4) 体育授業における成績雰囲気，自我志向性，競争心（手段型競争心，過競争心，負けず嫌い，競

争回避）の関係について因果モデルを設定し，その妥当性を検証した．その結果，成績雰囲気から

過競争心及び競争回避への直接効果と，成績雰囲気が自我志向性を媒介して，手段型競争心，過競

争心，負けず嫌いに影響を与える間接効果が確認された．また，男子において，成績雰囲気から自

我志向性を媒介して競争回避に影響を与えるという間接効果が確認された．（第 3 章） 
 
【まとめ】 
 本研究の結果は，中学校における熟達雰囲気の体育授業が，生涯にわたって運動・スポーツを実

施することや生徒の道徳性を育成することに有効的であることを示唆するものである．また，熟達

雰囲気の中で生徒が課題志向性を持つことで，その有効性をさらに高めることが期待できる．この

ことから，体育授業では熟達雰囲気の授業を実施していくことが必要であるといえる． 
 一方で，成績雰囲気や自我志向性も，部分的ではあるが，生涯スポーツの促進や道徳性の育成に

有効性を持っていることが確認され，欧米諸国の先行研究とは異なる知見が示された．成績雰囲気

の授業で自我志向性が高まった生徒でも，競争を単なる勝敗を決定づけるものとしてではなく，自

己成長を促す手段として捉えることができれば，学習意欲を向上させ，仲間づくりを促進させるこ

とができる可能性が示唆された．（第 4 章） 
 
【今後の課題】 
1) 本研究の結果は，一時点で収集されたデータから得られたものである．今後は，縦断的な調査を

行ない，時系列による変化を検討することで，動機づけ雰囲気の教育的効果をより明確にしていく

必要がある． 
2) 本研究の結果を踏まえて，実際の体育授業で動機づけ雰囲気づくりを行ない，その実践的効果を

検証する必要がある． 
 


